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新知識各項に附けた番號は便’ll：上のもの
で分類に回目はない．各人の分類整理に
腱i用さオしたい．
　　　　582　　　　　　　　銀河系の直径iは10萬光年
　字宙空問は晋から眞の聖虚だと考へられてるたものだが，近年，遠距離の星の光度の
研究により，此の星の光が途中で幾らか吸牧される’1‘實が知オし，從って字宙空間には何
等かのガスらしいものがあると考へらオして來た・去1U川重旬，米國ヰスコンシン大學天
丈憂長J．StebbinsとA．　E．　NVhitferd爾氏がワシントンのアカデミ1で獲表した所に
よると，ヰルソンIII天文豪での捌測から宇宙空闘の光線吸収率から，逆に銀河系の直裡
を約100000光年と推定するに至ったIII，之れは20年來シヤプレイ氏等が見積つた銀河系
の約半分に困る・
　　　　駆5　　　　　　　宇宙線は10億光年の彼方から
　米國ンカゴ大墨教授A．U．　Compton氏が
字二線の丁度を綿密に鴨脚し，去11月中頃ワ
シントンのアカデミに獲表した所によると，
太陽系は銀河の中心のまはりを秒速300粁の
速度で蓮目してみることが確められ，fESほ宇
宙線は約10億光年の彼方（即ち今H望遠鏡で
鯉測し得る距離の約2倍）からやって來るもの
であることが立詮された．〔N．y．　T．（1936
Nov．　22））
　　　　駆4　　　　　　　宇　　　宙　　　鰹
　米國ヰルソンlll天丈塞ではW．　Ba：　de及R．　Minkowski雨氏が赤外篇眞によってオ
リオン座を撮影し，今まで全く畑しなかった珍らしい微星やメ1霧の篇眞を撮った・之オし
に比べると，聾通の天盟爲眞は宇寅塵のために光りが吸牧されてるるので，貧弱な天膿
の姿しか見らオしないのである・この字宙塵といふのは凡そ1萬の1ミリ程の大きさのもの
である。
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585 宇宙空間にガスの新誌見
　1904年頃から早期の恒星スペクトルの観測
により，この廣大な宇宙空間にはナトリウム
や，カルシウムのガスが廣がってみることが
知才したが，最近には米山ヰルソン山のW・・　S・
Adams及T．　Dunham同氏がチタ＝ウムの
ガスを獲嚇した・（fl～∫ほ，此のほかにも素性の
知れないガスが幾つかある．）
　此等のガスは高湿の恒星の光りに刺激さオし
て弱い光りを放つたり，叉は一般の星の光り
を吸罰したりするものであるが，非常に稀薄
であって，エデントン氏の二＝卜算によれば，宇
宙空閥では，一ケの原子は1ケ年もかNつて一天丈軍位（地球と太陽との問の距離）ほど
を飛行し，其の問に一ケの原子と衝突するに過ぎないし，電子とならば約5ケ日に1同衝
突する割合である・
586 地球の年齢の研究
　放射能を有つ物質の研究によって地球岩石の年齢を測定することは近年物理學者によ
って行は才しるが，米國タフツ大學のA．C。　Laneは，ウラニウムが4500000000年の牛減
年齢を有つウラニウムが今は未だ其の20％だけしか崩竣してみない事實から判噺して，
地球の器石は約2000000000年の年齢であると判定した．
587 フランクリン・アダムス星圖第3版成る
　全天の徴星まで一様に篇眞に撮らうと思ひついたのは50年前のSir　David　Gillで，
之才しを實行したのはアマチュア天文家Franklin－Adamsであった．始め，1898年にD．
Taylorがデザインした15糎玉（F　4・5）によりCooke會産がカメラを作ったのだが，
19〔｝3年1（至り口征2δ糎で，星野15。李方のもの（1。が20粍）が作らオし，之旧しによりFranklin－
AdamsとKennedy爾氏は1903－04・tFili，南阿ケ1プ上文憂で南天を撮影し（曝爲2時
間づっ），其の後，英國に蹄って，Godalming附近のMervel　Hill上で1905－09五1三中に
北天を2時問20分つつ撮影，1910年4∫」からは再び南阿で補充寓眞を撮った．　　此等の
爲眞（糖計206枚）がFP差紙に窺きつけられて，1914年に獲行され，1922年には第2版が出
たが，今回又その勿3版が獲行されると共に，セルロイド板上に精密な目盛りが作られ，
星の赤経赤緯を1ノまで直接に禎み取り得ることとなった．原板では中心部に於いて17．5
等級まで撮影されてるるが，印書紙上には之れが0・6等級まで落ちてみる．〔M．N．（1936
Nov．））
